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戦前の母島沖村界隈―島民の昔話から―その 2
 石井　良則（小笠原歴史研究会）
要　　　約
母島出身の島民が娘時代に過ごした沖村周辺のことを思い出して語った話柄を筆者が数
年にわたり聞き取った。それらの中から幾つかの題材を取り上げ、彼女を通して見た往時
の島内の様子を 2 報に分け、後半について報告する。
Ⅱ．沖村八町について
2．本町、剣下町、仲町周辺
本町通りは大谷川の元橋付近から母島出張所へ行く要橋までの中央通りで周辺は村の中
心街を形成する。町域も一番広く人の往来も多い。元町、元町通りの名前でも通った商店
街では先ず「菓子金」こと土屋金太郎和菓子店が有名でここの羊羹は特に美味だった。A
が「中身は黄色くてとても美味しかったが、高価でふだんは食べられず特別な日、正月と
か祭礼の日とかに頂けた。私が知ってるのはお婆さんが 1 人で作っていた。その製法は内
緒で息子にも教えなかったらしい。お爺さんとお婆さんに会ったことがあるが目つきが鋭
くてちょっと怖い感じだった。店には他の菓子も売っていたけれど、だいたい最中は大村
の板東パン屋、鉄砲玉（飴）は遠州町の和久田菓子店、煎餅や饅頭は何処何処って決まっ
ていて羊羹は菓子金が有名だった。ここの練り羊羹は今の虎屋みたいな高級で上品なお菓
子だった。」と言っている。他の島民も「そこのは 1 本 1 円か 1 円 50 銭くらいした。昭和
15 年頃には確か 3 円したかな。翌年子供が生まれたときお祝い品として羊羹を買ったら 3
円か 4 円程した。土屋の羊羹はどちらかというと進物用だったかも知れない。」と述べてい
る。この羊羹は父島でも名が通っていて浅沼陽が「昭和の初め頃の南陽館（丸丈組浅沼丈
之助経営）の宿泊料は 1 泊 2 食で 2 ～ 3 円だった。ビールが 10 ～ 15 銭で煙草のバットが
7 銭だったが菓子金の羊羹はもっと高価だった。」と言っている。何時頃から売り出された
のかは定かではないが、大正初期の東京大正博覧会小笠原島別館で土屋は大村の西島平作
のパパイヤ羊羹や大沢豊吉の芋菓子と並んでレモン漬け、レモン羊羹、バナナ飴、バナナ
ジャム、バナナ煎餅、レモン糖といった菓子類を出品展示している（ピアマン、1914）。高
価な羊羹というのはこのレモン羊羹のことではないのか。山方（1929）によるとレモン漬
けは外皮を湯に漬け置く時間により香気の度合いに違いが出たから土屋は恐らくそういっ
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た工夫をして創作羊羹を販売したのかも知れない。A は菓子金では島産の砂糖は用いず専
ら内地から態々白糖を取り寄せて商品を作っていたという。これは島で出来る白下糖が煮
物の下味用には便利だが、その赤みを帯びた色合いのために白餡や白練りの菓子製造には
余り用いられなかったらしい。
土屋はこの他にもう 1 つの顔を持っていた。彼は安政 5 年（1858 年）4 月 7 日生まれで
明治初期に渡島して元地 97 番地に店を構えたが、警視庁からマークされた土地の博徒で扇
浦の荒木恒雄、溝口芳吉、東町の小原山松、名和田貞一等と並ぶ侠客だったらしい（警視
庁刑事部庶務課防犯係、1929）。何処の一家にも属さない顔役であったようだが、近所の人
はそんなふうには見えなかった、中肉中背の何処にでもいるお爺さんだった、囲碁が上手
な人だったと言っている。しかしながら、島庁詰め警視庁警部林友雄の報告によれば、土
屋は「明治三十二年三月十日の判決で科料七円の賭博犯」として確定し、所定の期日まで
に罰金を支払った人物として公文書に名前が残っていて、その書類には同じ沖村の村石、
奥山、六車等数名の島民も罰金を支払ったとある（阿利、1899）。これは往時賭博が盛んで
あったことを物語ると共に土屋等が胴元になって賭場を開帳していた疑いがある。　
更にまた彼が囲碁が上手だったというのは一説に朝鮮独立党の亡命政客金玉均直伝の棋
風を学んだからだと言われている（琴、1991）。それが事実なら菓子金は 30 歳くらいには
既に母島に在島していなければならないから、あるいは小笠原島内務省出張所長の小花作
助在職時までは遡及しないまでも相当早くに沖村に移住もしくは寄留していたと思われる。
その上金玉均は父母両島内の彼方此方に移り住んだので恐らくその先々で彼に囲碁を師事
した島民が結構居たのではないか。土屋の棋力も遠州町の鈴木本家や仲町の和田元次の離
れ座敷（図 13）に隠棲していたときの金に手解きを受け養われたものと推測する。菓子金
の「金」は本名の金太郎に因むのでなく本因坊と互角に戦ったという金玉均の姓を意味す
るという説もある。周囲に彼が不断に金玉均が、金玉均がって言い募るのでそういう綽名
が付けられたらしい。
菓子金の隣には野田半次郎商店がある。菓子店と挽物専門店の両店があり菓子店では洋
菓子や食パン、アンパンが売られていた。挽物では島特産の桑、ヤマイチビあるいはモン
テンボク、テリハハマボウ、タマナ製の道具が売られていた。野田自身が木挽き（木地屋）
出身で奥の作業小屋で木材を椀、皿、鉢等に加工していた。当時は大谷や梯子段（現都営
住宅、診療所付近）地域には何人かの木挽きがいた。野田は挽き地（用材）を彼等から入
手して轆轤引きし菓子金と同様に大正博覧会に火鉢、花瓶台、硯箱を出品している。元地
では挽物の野田半次郎、刳物の刳り源（湯川源次郎）、指物の池谷徳次郎が熟練職人で訪島
客は必ず何処かに立ち寄って土産の品々を買い求めた。
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また近くの小南京平商店では味噌や醤油を売っていたが、店内に当時未だ珍しい手回し
充電式蓄音機があって近所の人達はそこでレコードをよく聴いた。弟も店頭で李香蘭を聴
いて彼女の歌が気に入りよく口ずさんだものだと言っている。機器の側面に L 字型の取っ
手が付いていてこれを手で回すとレコードが回転し音声が出る仕組みで、概ねこの形の蓄
音機は父島大村の吉田理髪店にもあって、吉田島一自身これを運んで沖村に持ち込み人々
に聴かせたこともあったらしい。吉田宅にはラジオもあって夕方から NHK 放送が聞けた。
東町の代書人鵜沢常太郎宅や西町の支庁勧業課長大道金松の官舎では近所の人が集まって
毎夕ニュースや大相撲の中継を楽しんだ。父島に発電所ができたのは昭和 10 年前後だから
この頃から島民は自宅に電灯をつけラジオを聴いたことになる。金子堅太郎伯爵の話や本
庄陸男の『石狩川』の朗読番組を聴いたという島民がいる。沖村にラジオが持ち込まれた
時期は明確には分からないが、電灯がついたのは A が高等科を卒業した頃でそれは堤林数
衛が父島から技師を引率して沖村役場の裏に発電所を設けた時からである。柘植は沖村の
世帯数約 300 の内ラジオは 2 軒程度しかなかったと回想しているが、昭和 16 年（1941 年）
12 月 8 日に始まった日米開戦はラジオで聴いたらしいから少なくともその時にはラジオが
身近にあったということになる。堤林のことは A によれば社長一行は来島すると石井菊香
宅を定宿にしていて随員を連れて仕事をしていた、自分には寝かせると音の出る人形をく
れたと語っている。それは彼女の母親が一行の食事を世話していたからだろう。浅沼陽も
「堤林さんから本箱を土産にもらった。お付きの人と前浜海岸で撮った写真がある。転地療
養を兼ねて滞在しうち（南陽館）の二階で亡くなった。」と述べている。臨終の時に賛美歌
が聞こえ枕頭に聖ジョージ教会のジョセフ・ゴンザレス司祭を招いたそうだからクリス
チャンだったのだろう。「虫下シ薬沢山、小笠原島電気株式会社長堤林殿ヨリ児童ヘ」とい
う記事が昭和 15 年（1940）の学校文集『なでしこ』（大村尋常高等小学校なでしこ編集部、
1934）に載っている。電化された大村島民の家々では長いコードに電球を付けて部屋毎に
引っ張って灯した。矢野暢が彼を詳細に報告しているが（矢野、1975）、小笠原では専ら村
内に電気を通した人物として記憶されている。
さて元地 98 番地（現保育園庭）の付近、本町通りの中心地に管理所がある。ここは沖村
世話掛や農会長を務め、大正 4 年（1915 年）9 月より渡邊保全合名会社小笠原島地所部経
営嘱託の業務に就いていた猪子徹雄の自宅兼事務所である。渡邊保全社長渡邊勝三郎名義
の土地が母島全体にわたって総計 35 万坪程あり、これを維持管理する猪子の執務場所をそ
う呼んだのである。渡邊家総所有地が全体で如何ほどあったかは詳らかではないが、飛び
地でも蔭地でも要するに何処でも見つけ次第買い漁ったらしく東京市内に 10 万坪、市外に
3.8 万坪、その他に 9.5 万坪、小笠原の分を含めて 58.3 万坪はあったようだ（小川功、私
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信）。母島の地所を確認するには東京法務局所蔵の明治 36 年（1903 年）改調小笠原土地台
帳で調べればある程度可能である。例えば北村字衣舘の土地 105 筆のうち 29 筆、凡そ 3 万
坪の宅地と畑地が勝三郎の所有になっていて、概ね大正 9 年（1920 年）に浅沼平之助から
取得している（小笠原島庁、1903）。北村の板東が「うちの父は猪子村長と懇意で内地の経
理学校を出ていたから管理所でそういった仕事を手伝っていた。」と述べたことがあり徹雄
の管理業務の一部を代行していたのかも知れない。
猪子自筆の履歴書を見ると、彼は明治 18 年（1885 年）京都園部生まれで陸軍士官学校
を病気除隊、後に明治大学を経て民間会社に勤務中、30 歳の時に渡辺勝三郎（東京瓦斯社
長、旭日生命保険副社長）との縁故関係から母島の地所管理を依頼され、移住して本町に
居を構えた（東京府、1927）。父親の氏豊は小学校長を経て旭日生命保険株式会社に 10 年
以上勤務していた関係で、恐らくその方面からも徹雄へ声が掛かったのかも知れない。ま
た孝雄の遺族によると「祖父（氏豊）や伯父（徹雄）は戦前上京すると必ず渋谷の松涛に
あった渡邊家を訪問した。伯父は疎開してから空襲で焼け出されるまで中野の上落合に
あった渡邊次郎（勝三郎次男）宅にいた。初男（勝三郎長男）さんは何処かの会社の副社
長で一時赤坂の秀和レジデンスに住んでいた。初男さんの葬儀と納骨の時は父（孝雄）が
出て入谷の墓地や浅草の寺で一周忌があったときにも行った。」と証言している（猪子育
代、私信）。氏豊の妻ひろの妹の「あや」が渡邊初男に嫁したらしいが彼女が「森岡綾」か
どうかは確認できなかった。初男は明治 33 年（1900 年）生まれで、金融恐慌で破綻した
東京渡邊銀行やあかぢ貯蓄銀行等の整理の際に勝三郎代理として日本銀行の資料や新聞報
道に度々登場する人物であり、小川功によれば実質的に勝三郎の資産の名義人として昭和
4 年（1929 年）3 月 14 日に東京区裁判所で渡邊一門の財産競売が実施された時まで、様々
な場所に出て整理業務に立ち会った（小川、1996、2002; 小川功、私信）。なお小笠原尚美
園（園長猪子氏豊）の金品寄贈篤志者一覧表には渡邊初男、同伊都尾（勝三郎次女）の氏
名が東京府知事等と共に記載されている（石井、2007）。それはともかく徹雄は渡邊保全か
ら分離独立したのが大正 11 年（1922 年）6 月で、以後は会社とは関係なく勝三郎との個人
的な信頼関係だけは維持しつつも、履歴書にはただ小笠原島地所独立経営とあって以後は
沖村村民総代や世話掛といった公職に就く記事のみ列記されている。しかしながらここで
見落とせない点は、勝三郎は東京渡邊銀行の中枢で最も経営責任を負う立場であったから、
当然だが破綻後に彼の私財は悉く預金者に返納する義務があったのにもかかわらず何故か
小笠原の土地は財産競売から除かれていることである。資産価値無しと見なされたのかど
うかその理由は分からない。
通りを挟んで管理所の前は佐藤金作菓子店があり氷饅頭という氷菓が安価なのでよく売
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れた。A によれば氷を削って真ん中にシロップを垂らして硬く握り丸くしたもので、溶け
にくく 1 個 2 銭だったから子供達が買って持ち帰って分け合って食べたという。もちろん
店ではイチゴ、メロン、金時といったかき氷もあって仕事帰りの人が立ち寄った。店の名
物はきんつばでこれは既述のように繁忙期の夜なべ仕事用に多量に使われた。金作菓子店
隣の大沢理髪店では順番待ちで囲碁将棋をしながら世間話に花が咲いた。こういった情報
交換の場が至る所で「口新聞」となって直ぐに村中に話柄が伝播する。既述の近藤記者は
「島は何処へ行っても新聞、雑誌はない。実際そんなものの必要はないのだ。珍しい事とか
面白い話は一日と経たない中に能く知ることが出来るやうになって居る」から、例えば
我々一行が上陸する時分には早くも「あれは侍従さんで、向こふは内務部長さんだらう」
と大体の顔触れは全島に知れ渡って居たと口伝えの迅速さに感心している。今の東京都の
職員住宅横にタマナの大木があるが、そこにも金川という理髪店があって混み具合で客は
どちらかに行った。女の人は髪結い職人に頼み周りの人がそれを手伝うから、次第に手順
を収得し職人が不在であっても何とか年齢に合わせた髪型が結えた。父島の大神山神社で
神前結婚をした A は「つぶし島田」を結える人が見つからず困っていた時、伝手で境浦の
二業地にいた髪結いに頼むことが出来た。ここは軍が管理していて内地の白山三業の見番
で三浦家という芸妓屋が進出していた（浪江、1961）。だから専門の髪結いがやってくれ無
事に永田布祝神主の前で結婚式ができ、親類縁者も総出で鰹船 1 隻を雇って渡海し式にも
南陽館の披露宴にも出てくれたという。
二業地と言えば小笠原島庁が明治の初めに娼妓取締規則を出したように、島内には幾つ
も娼家があったらしい。沖村には「遊郭というより料理屋か飲み屋みたいのが向陽館の側
にあって亀屋といい 7 ～ 8 人の芸妓がいた。八丈島のトヘイさんがやっていた。若い衆が
珍しがって通ったけれど女の人達は島の人にみんな身受けされて片付いた。そこに出入り
していた青年団の人が確かピー屋って言っていた。評議平の遊郭は戦争中に出来て境浦の
二業地のは海軍関係だった。戦後そこにいた男の人と女 2 人が跡地へ来て懐かしがってい
た。」と言う島民がいて、他に「父島には貸座敷が 2 軒あって土地の若者や船乗り等の登楼
で賑やかだったが、店構えは甚だ貧弱な作りの平屋で小料理屋みたいなものだった、遊女
達は内地産、厚化粧で浴衣を着て束髪か銀杏返しに結い往来の人を呼び込んでいた。」とか
「母島の娼制は私娼で、剣下町の料理屋は芸妓屋で三名の女は一週一回検黴を受けていて公
娼とほぼ同じである。」といった指摘もある（近藤、1917）。島内の花街の盛衰はその時々
によるので一概に言えないが、小笠原では幕末維新の頃から既にこういう職業があったの
は事実である。ただ A が父島西町へ嫁す昭和 18 年頃になると、同町にある陸軍要塞司令
部の意向で慰安婦が集められ娯楽所ないし特殊飲食店という形で営業させる傾向が出てき
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た。それも「業者 2 名慰安婦 15 名、また洲崎・吉原より各 10 名ずつ、附属人員 10 名の計
30 名をそれぞれ定期船芝園丸で輸送するから要塞司令部で処理せよ」という電報照会の公
文書等（父島要塞司令部参謀部、1942a）や「業者ノ為ノ建物ハ目下計画中ニシテ五月末日
完成スル予定ナリ」とか「営外要塞酒保ハ目下開設準備中ナリ」等の記事（父島要塞司令
部参謀部、1942b）を見ると境浦のそれよりも規模はやや大きかったかも知れない。大村の
娼妓については奥村のヘンドリック・セーボレーが「僕が兵隊に取られて内地へ行った後
で弟から聞いたけれど、西町の軍の酒保近くを歩くと三味線の音が聞こえて、汁粉と書か
れた張り紙の奥から芸者が通る人に声をかけていたって言っていた。」と述べているから、
あるいは陸軍に雇傭された楼主の芸者連だったのだろう。
西町の要塞酒保が出来た頃に母島では撞球場が本町通りの管理所付近に開店した。A が
高等科を卒業した頃にそれが出来た。弟は「大沢理髪店の裏手に父島のビリヤード（撞球）
場が進出して玉撞きができるようになったので通う人が出てきた。そこでは 1 回 5 銭の料
金で昼間は若い衆が通い夜は大人が集まってゲームを楽しんだ。内地から専門の職人が来
て本格的な撞球台を作った ｡」と言い、板東は「大村ではうちの人や先生方、鍋島さんが
よく通った ｡」と述べている。例えば昼休みにちょっと遊んで勤務時間に食い込んで前田
の親方に怒鳴られた島民がいるが、その若い衆は何度も注意されるほどの撞球好きで「つ
きとひきがあって色々な撞き方があった。キューの先端をこすって正確に撞けるようにし
た。下手にこすると上手く撞けない。四つ玉のビリヤードだ。点数を読むのは女だったけ
れども玉撞きは男ばかりで僕は同級生と一緒によくやった。父島も内地も同じやり方だっ
た。」と言っている。
撞球場や小松宅、大谷理髪店に囲繞された場所に野口家がある。当主の忠作は前田定と
並ぶ鰹漁師で沖丸船主、鰹節製造工場を御嶽橋の方に持っていた。小松くさや工場や屠殺
場のある所は評議平に入るが図 12 に従えばここは遠州町域に属している。沖丸船主の野口
は東京大正博覧会で鰹亀節、鮪節、鱶鰭、乾烏賊、鱶油、海鼠、鰺塩辛、鯛朧等を出品し
ている。しかし博覧会出品目録に野口や小松は記載されてあるのに前田の名前は 1 回も出
てこない。未だ彼の職域は回漕運送専門業に留まっていて鰹鮪漁、珊瑚、くさや方面に手
を広げるのは大正後半からだからなのだろうか。時期的には明治 39 年（1906 年）に小笠
原島庁は静岡県下より実業教師を招いて鰹節製造伝習会を開き、翌年に鰹船 2 隻と餌料船
1 隻を新調し同 42 年（1909 年）に北村の河野水産鰹節製造場を新築認可し、それに伴って
節削り競技会を開催したり全国鰹節品評会（東京府、1929）に応募し入賞したりするので
漸く博覧会以降に鰹漁と鰹節製造業が勃興したようだ。したがってこの時は未だ最盛期を
迎えてなかったということかも知れない。　
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この博覧会に坪井鉄次商店は木耳を小松薫と共に出品している。木耳は小笠原の特産で
大村の中村寅二郎、扇村の野口貞平、藤田惣太郎、笹本弥次右衛門、北村の高橋伊三郎、
吉岡千之助、弟島の島民も出品しているが、時期が下るにつれ農産品中に木耳の記載が少
なくなるので恐らく明治後期が生産のピークであるかも知れない。坪井は呉服太物穀類雑
貨を扱う商人で小南商店と同じく精米や味噌、醤油、茶を小売りしたが顧客の求に応じて
一俵（樽、箱）売りもした。遠州町の内田佐一郎もかつては穀類雑貨砂糖商だったが明治
後半から大正初期にかけて金川彦次郎商店、小松薫商店は変遷して A が通学する頃には市
街図で見られるような様子となり、坪井と同業の二八商店は既にないから内田商店と同様
に休業もしくは廃業したとみてよい（銀行・会社・実業家要録発行所、1910）。
沖村の助役兼書記を務め、かって北村小学校訓導でもあった仲町の塩野辛太郎は自宅敷
地内に貸し卓球台を設けていた。撞球好きの若い衆はむろんここの常連で熱心に通ったら
しい。「1 回 2 銭だった。時間があれば友人と行った。15 か 16 歳のいたずら好きの頃だ。
働いて稼いだお金は大抵親に支払われたから小銭位しかなかったがみんな玉撞きと卓球代
に使った。塩野先生は小太りの丸顔の人で役場に勤めていた。」という新々町の島民がいた
が大人の娯楽としては普段は囲碁将棋や撞球、卓球があり、正月には大凧揚げがある。特
に三が日の大凧だけは祖父や父親辺りの年配の道楽事らしく若い衆は見るだけで触らせて
もくれなかったらしい。それで若い衆同士で何人か集まって一度大凧を作った時は、弟に
よれば「師走から準備が始まり、為朝の顔を美濃紙に描き凧紐を作って笊に巻き入れ、竹
は内地に注文して自分達で削って骨を作った。特に凧の頭部の裏側の唸らせる紐の張り具
合に注意した。島竹は軟らかいので用いなかった。ヴーンと唸らない大凧は凧と言えない。
タマナの幹に繋いで揚げっぱなしだから夜中でも唸る音が聞こえる。半畳以上の大凧には
表面にバランスを取るために沢山の紐を伸ばして中央で結束した。2 本の脚は付けず数人
掛かりで持ち運んだ。為朝顔は二通りあって萩倉九平次さんのは歌舞伎役者で内地風、（錦
心流の）琵琶弾きだった金川勝さんのは八丈島風といった描き方があった。それぞれ好み
にそって頼んで描いてもらったが僕等は自分達で描いた。」と述べている。大凧を揚げ続け
ると雨や露で重くなり自然に落下するので本体は捨てて紐だけ回収した。前浜や小剣先か
ら揚げる場合が多く凧紐（糸）は何百メートルも必要で大凧本体は毎年新調した。他に正
月の遊びにトランプやカルタがあったが、A は「百人一首は絵札はなくて字札が 2 組で 1
つになっていた。総て自家製で測候所長の奥さんだった沖山ちえ子さんは 4 セット作りそ
の内の 1 つを頂いた。今もある。下の句をまいて和歌を詠んで取りっこした。木札で作ら
れた字札もあった。」と語っている。それを見ると一つ一つの札に歌が墨書されていて訂正
箇所は皆無なので、コピー機器のなかった時代に刻苦勉励して完成させた芸術品と言えな
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くもない（図 5）。
3．七軒町、新町、新々町周辺
新町の石井菊香宅は茣蓙が敷かれた 8 畳と 6 畳間が 2 つずつある広い屋敷で縁側を兼ね
た回り廊下を持ち、襖を取り払うと結婚披露宴や相撲力士の仕度部屋に使われたり若い衆
組合や在郷軍人会等の会合が同時にできたりした。宿泊にも使われ例の堤林数衛一行の定
宿だった。また縁側から金魚池が見え築山があって庭には色々な果樹が植栽されてあった。
隣家の人の見聞では時節になれば庭に土俵が設けられ、ここから脇浜の月ヶ丘神社まで奉
納相撲の全力士が集合し盛大に縦列行進したという。大人が 20 人座っても余裕があってよ
く相撲甚句の練習する歌声が聞こえた。村でとにかく一番広くて大きい屋敷だったらしい。
コック（炊事）場、風呂場、井戸も別にあってトイレも室内に完備され、屋根も棕櫚葉の
家が普通だったのにスレート葺きだった。石井の母親が住む隣接の隠居所も総桑造りだっ
た。A によると菊香の父親である君じいやんという人から若い頃南鳥島（マーカス島）に
行って guano（グアノ、鳥糞）で儲けた話を何度も聞かされたという。立派な屋敷もその
資金で建てられたものだろう。それを裏付ける公文書が残っていてこれには水谷新六が航
海中に南鳥島を発見、政府に借用願いを提出しつつその翌年の明治 30 年（1897 年）に沖
村に寄港して「麻生藤助、山内直吉、大沢市作、笹口桂助、青山亀太郎、野村良助、中井
角右衛門、石井君之助、沖山梅次郎、菊池廉之助、浅沼澄之助、岡田金弥」等の母島島民
と労働契約を結んだと記されてある（樺山ほか、1897）。その文書には更に資材と人員を運
び込みアホウドリの羽毛やグアノ採取を開始したとあり、他にトメノという名前の飯炊き
女達も雇用した。この中の石井君之助が八丈島出身の君じいやんのことで、その長男が菊
香である。菊香の長男と A が沖村小学校の同級生だったから親しくまた A の嫁ぎ先が八
丈島の玉置半右衛門と縁辺で、殊に義父は玉置の呼び掛けで南大東島に出稼ぎに行った話
をよくしていたから、それを聞いているせいで A は水谷や玉置の冒険談や南洋方面の時事
に大いに関心を持っていた。だからという訳ではないが実際、山本五十六元帥墜死の電文
をタイプして報告したときは南方のトラック島の海軍部隊本部に在勤していた。彼女は
「昭和 17 年 2 月、雪降る頃の横須賀港に 500 人くらい色んな所から集められた人達と一緒
に漁船みたいのに乗ってトラック島へ行った。そこの秋島で第 4 施設部隊が編成された。
私はタイピストとして 10 人程のグループに入って部隊本部で機密文を作った。そういう時
は兵隊が後ろで見張っていた。外出するとコぺぺ爺さんやケテ婆みたいな真っ黒なカナカ
が土産物を売りに来た。海軍酒保に沖村小学校の峰岸八洲先生が勤めていた。」とか「職場
の人と船でポナペ島ナンマトールの石積み遺跡へ見物に行った。」と述懐している。公用で
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パラオ丸（撃沈）に乗らずサイパン丸に乗って助かり上京しその後に結婚して今日に至っ
ている。父島の A 宅には今でもトラック島の古い写真類が残っているが、その中に一枚だ
け玉置合名会社の印半纏を着た職員集合写真がある。これは既述のように恐らく義父が青
年時代に八丈島から半右衛門の晩年、沖縄の大東島方面へ出稼ぎに行った時のものかも知
れない。
石井君之助の話柄に戻るが、A は普段から君じいやんと義父の双方から南鳥島と大東島
の話を聞いて育った。何でも南鳥島は死亡率が 30％以上といわれたような所で甚だ劣悪な
環境であったらしく、賃金は高額だが生命の保証はないのであって石井は「無事に帰島で
きただけでも幸せで、それにそこは石井島といって自分の名前が付いているんだ。」とよく
自慢したらしい。確かに発見者の水谷に因んで水谷島、水谷村と言われた南鳥島はその後
一時的に石井島（村）と呼ばれたことがあった。しかしながらその石井というのは該島に
出張を命じられた外務省の石井菊次郎書記官（平岡、2015）のそれであって君じいやんの
姓に因むものではないようだ。誰も知る者がいないので鯖を読んだのかも知れない。君じ
いやんを雇傭した水谷新六という人は榎本武揚や横尾東作が設立した貿易商社（恒信会社）
に雇われて明治 24 年（1891 年）パラオ諸島へ行っている（青柳、1981）。三重県桑名出身
の彼が早くから羽毛やグアノ、燐鉱石に注目し小笠原の島民を雇って沖大東島や台湾の東
沙（プラタス）島、南鳥島を航海し玉置半右衛門とアホウドリの資源争奪を繰り返してい
た。当時は同業の古賀辰四郎、服部徹、広川勇之助、恒藤規隆、肥料商人九鬼紋七等々沢
山の鵜の目鷹の目の人々も動き回っていた。だから A より一世代前の島民は水谷が大正 3
年（1914 年）10 月 1 日に戦艦薩摩に乗船し水路嚮導人として南洋群島占領に功績があった
ことを知っているかも知れない。
石井宅の近くに指物師であった池谷徳次郎の自宅兼作業場がある。この人の作った 70 余
年前の少し大きめの針箱（32×24×23 ㎝）が戦禍を免れて現存している。池谷は A に嫁入
り道具として箪笥、鏡台、針箱の 3 点 1 セットを製造した。腕の良い職人で夜に弟子達に
教えていて浜松に引き揚げた先の学校でも色々教えたという。A は「徳次郎さんは箪笥と
か鏡台を作るときに隠し棚を作ってくれた。そこはイザッて言うときのためのお金を入れ
ておく所で昔の女性はみんなそうした。私の箪笥は浜桐の上にタマナ板を薄く張って作っ
てくれた。お嫁に行く前に友達と裁縫を習った。当時女性は夏に裁縫をした。針箱はそう
いうときに必要だった。鏡台には千鳥を飾りに彫ってくれた。でも使っている内に壊れて
しまってただ針箱だけ残った。それを作るとき徳さんの娘だったトヨさんに桑かタマナの
どちらにするかと尋ねられ桑は黒いのでタマナで作ってもらった。」と語っている。
七軒町の方にはロース石切場があり、今はロース館が建っているが戦前はそこに公道よ
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り 5 ～ 6 メートル下へ掘り下げられた石材加工場があって、萩倉九平次や築館甲輔、佐々
木伝三郎といった石工が鉋で竈や七輪等の日用品を作っていた。この「始新期」にできた
3 万年前の水成岩を利用して明治 23 年（1890 年）頃より道具類を作り出したのが築館で、
石中から発見された鮫の歯、脊髄骨、甲殻類等の化石を行幸時に献上した（東京府、
1938）。元治元年（1864 年）生まれの彼は明治 20 年（1887 年）に宮城県から沖村字元地
190 番地に入植後ロース石山を最初に発見した（東京府、1927）。萩倉は今の小笠原村役場
母島出張所内に建っている行幸紀念碑銘を彫った人で猪子徹雄の墨跡を忠実に陰刻した。
佐々木は築館の親類だったから跡を継いで石屋になった。A は「伝三郎さんは佐々木伝太
郎さんの弟で家は石切場近くに九平次さんや甲輔さんちと並んで建っていた。伝太郎さん
は乃木大将の息子を介抱した人で陸軍伍長だった。伝太郎さんも少し石屋を手伝っていた。
私は友達と学校の帰りに寄り道してよく石屋で遊んだ。」と述べているように、石切場と七
軒町、新町の中に A 宅があったので時々そこで過ごすことがあったらしい。伝太郎と乃木
勝典の故事は有名で（菊池、1938）、佐々木家には乃木希典の「勇怯は勢なり」という揮毫
も残っている。弟も「僕等はスラッとして背の高い方を石工じいやん（築館）、ごつい感じ
の小父さんを九平次ちゃんと呼んでいた。どちらも年配だった。僕はよく手伝ったり鮫の
歯探しをしたりした。小さいのは幾つか持っていたが石工さんはだいぶ持っていた。石次
郎（海岸）の石を持ってきて石臼も作っていた。石次郎は今は白浜だけど昔は岩がごろご
ろした所で黒っぽかった。たいてい何処の家にも玉石の臼があった。」と述べている。
Ⅲ．おわりに
母島の宗教は天理教、キリスト教、浄土宗、神道等が行われ巫女（口寄せ、狐憑き）も
いた。ここでは紙面の都合で前三者に言及する。A の見聞では先ず天理教があげられる。
彼女によれば会堂施設は母島が先に建てられ父島は昭和に入ってから宣教所が設けられた
という。「仲町の奥に天理教会があった。私は隣に住んでいたことがあるので色々な行事を
何時も見ていた。オテフリというのがあって目の前で手を振ってタスケタマエとか言う。
悪口を言うとヤシキを売ってタを売ってテンビンボウでぶっさらえと言っていた。聖歌隊
というのがあって友達が行くのでつられて行きたいと父親に言っても行かせてくれなかっ
た。友達が入信してオサトシを受けたら、引っ込み思案で余り喋らない子が急にこうして
はいけませんって周囲の人に声掛けするようになってとても驚いた。」と述べているよう
に、彼女は小笠原には父母両島に天理教会があって最初は沖村で展開し信者は仲町や遠州
町に多かったと語っている。天理図書館の早田一郎によると、明治 30 年（1897 年）に八
丈島の菊池恭之助が母島に渡り沖村で布教したが 5 年後にサイパン島へ移ったので、代わ
石井：戦前の母島沖村界隈―島民の昔話から―その 2
― 11 ―
りに静岡県駿東郡富士岡村中山 648 番地の豪農で天理教少講義の長田音五郎が八丈島を経
て母島へ渡島し、明治 44 年（1911 年）2 月 5 日（もしくは 11 月 28 日）に元地 77 番地、
通称仲町に天理教小笠原嶋分教会を設立したという。その経緯については東京府公文書と
しても残っていて、例えば東京府内務部長依田銈次郎並びに不破彦麿宛て上申書を見ると
「宣教所規約」に「本所ハ惟神ノ大道ヺ宣揚スルヺ目的トス」とあって会則と職制が記載さ
れてあり、また「設置方法及経費、維持方法及一カ年収支概算」の書類には建物一棟の構
図、宅地面積、寄付金額、維持費等が詳述されている。信徒総代には横田玉三郎、石津梅
吉、山下清六の 3 名が記されていて続いて長田音五郎、権中講義鈴木朝蔵等が連記されて
いる（東京府、1911; 塩竈康隆、私信）。この中で文久 2 年（1862 年）生まれの長田は初代
の会長として大正 5 年（1916 年）まで布教し、次いで和久田コヨが後継会長に就任して信
者を父島へ派遣するとある。その後の昭和 12 年（1937 年）に天理教父島分教会が設立さ
れた。しかし昭和 19 年（1944 年）の全島民強制疎開命令で両教会は移転を余儀なくされ、
昭和 43 年（1968 年）の小笠原返還時には故地に戻らず疎開先の都下八王子市に小笠原嶋
分教会、国立市に父島分教会が戦前の名称のままで現在に至っている。『天理教教会名称
録』（住所録）によれば現在の小笠原諸島には天理教会はないが、教会制度では佐野原大教
会（静岡県裾野市）―神場分教会（静岡県御殿場市）―小笠原嶋分教会（八王子市東浅川）
―父島分教会（国立市）という組織系統になる（早田一郎、私信）。戦前は天理教水口大教
会―佐野原分教会―神場支教会―小笠原島宣教所として出発し和久田コヨが権訓導だった
（東京府、1929）。A によれば和久田の弟が彼女の母親と沖村小学校の同級生であった関係
で、内地へ疎開していた時に母親が奈良へ行った際色々世話をして案内してくれたらしい。
「コヨさんは髪の長い小母さんで天理教の会長だった。40 歳で亡くなるまでテンリ（ン）
オウノミコトを拝んでいた。沖村の墓地に葬られた。剣下町のオタツ婆さんの娘やウタさ
んも天理教だった。例大祭の時は父島から手伝いが数人来た。大神宮（月ヶ丘神社）やオ
ンタケ（御嶽神社）の祭りの時はコヨさんが行って神主の代わりをしていた。」と述べてい
る。
脇浜の方に浄土宗の清見寺があるが、これについては A や A の弟が高等科の 2 年を終
えると友人と連れだって数日間だが「お寺学校」に行って住職から説話を聞いたと言って
いる。彼女は「4 月の 1 日から 8 日まで花祭りがあって、その時は（小学校の）卒業生が
みんな集まってお坊さんから昔話を聞いたり卯月の 8 日は楽しい日よっていう歌を歌った
りした。異人のロースが豚を放し飼いにすると南崎の方まで行き来するので次第に獣道み
たいなのが出来たっていう石門の豚穴の話は今でも覚えている。8 日の午前中は汁粉と新
香を頂いてそれから墓参りをした。ロルフスや戦死した人、無縁仏の墓前で合掌し拝んだ。
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鍾乳洞へ行くと青年団が手伝って下ろしてくれ遊んだことがある。その日の夜は私達はお
釈迦様に関係ある芝居をした。尚美園の子や村民が大勢見に来た。その他に雨乞いのため
に乳房山に登ってお祈りしたことがある。」と述べている。A は昭和 14 年（1939 年）春に
卒業して内地へ行くのでお寺学校に行ったのは恐らくこの時期で、ちょうど中澤信光が住
持していたから彼女は出発直前に彼の説法を聞いたことになる。
中澤に関して、塩竈康隆提供の東京都公文書館所蔵資料等には信光が開山忌に併せて戦
捷祈願会並びに戦病死英霊追悼法要を昭和 14 年（1939 年）2 月に実施し、浄財を国防献金
にすると共に毎月 15 日に報国托鉢を実践しているという文書（浄土教報社、1939）があ
り、しかも「東京市浅草区松葉町」の浄土宗正定寺住職原青民の法弟で承継者の原善久と
信光は明治 40 年代の布教開拓時期、つまり小笠原巡教以来の盟友かつ血縁でもあって、原
が不在の時に島内の家庭並びに少年教会の運営を兄の信光が代行したという記事（原、
1909）もあるから権律師中澤信光が善久の代務、もしくは実質的に開山源励心没後の清見
寺を切り盛りしていた可能性がある。善久は明治 14 年（1881 年）新潟県糸魚川町の善導
寺で得度薙髪、この時 15 歳で明治 30 年（1897 年）正定寺に入ってから離島伝道を思い立
ち伊豆の八丈島と小笠原諸島布教を志した人物で、更に「次兄（信光）は明治三十九年中
年にして得度し目下小笠原島清見寺に住す。」といった原の指摘によって兄弟で母島に関
わったことが分かる。
開山については阿利孝太郎と浄土宗管長野上運海による副申及び願書が残っていて、そ
れには母島に寺院がないために島民の葬祭執行上遺憾なことが多い、よって折田松之助、
和田元蔵、菊池儀兵衛が連署し明治 30 年（1897 年）に浄土宗新寺創立願を東京府知事久
我通久に届け出るといったことが書かれてある。それに併行して宗命を受けた第一大教区
の深井常貫が先行して渡島、開山準備担当主任として仮安座式を挙行すると共に芝常行院
住持藤井心順が更に渡島して浄財を募ったところ、檀家総代の菊池太一郎以下折田清次郎、
冬木長蔵、和田喜作、奥山彌八郎等の檀信徒の協力があったので堂宇創建の目処がつき、
いよいよ宇喜多秀家の菩提寺より開教僧を迎える運びとなったとあり（藤井、1898）、開基
の源励心は既に 74 歳の高齢であったが八丈島大賀鄕の宗福寺僧侶であったことから島民に
招かれて「浄土宗母沖山励心院清見寺」初代住持職となった（原、1909）。その後約 10 年
間奉祀して彼は明治 41 年（1908 年）2 月 2 日で享年 84 歳で物故する。1 年の猶予を経て
原善久が法灯を繋ぐべく来笠するのだが、機関誌「浄土教報」や『大日本人物名鑑』等で
確認すると彼は上京中の阿利島司から民情の実態を聞き取り幻灯機を持参して説法すると
良いと勧められ綿密な布教計画を練っている。そして明治 42 年（1909 年）5 月 10 日午後
1 時横浜より兵庫丸に乗船し八丈青ヶ島並びに父島を経て同月 15 日午前 9 時に沖港上陸、
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島庁出張所に布教開始を告げ以後精力的に巡回伝道を行っている。詳細は省くが一時帰京
するに当たって後続の中澤信光に対し「六月十九日、折田氏参詣、婦人会最終の集りを為
し教友の健全を祈る、夜少年会員告別す。泣いて滞島を望むもの数名あり、再来を期して
教会の永続を信光兄に托す。」という記事（原、1909）から、原の不在中は信光が清見寺に
入院して寺務を執った。後続というのは先着したのが原でその一ヶ月後に来たのが信光な
のである。原が清見寺に入ったときは既に天理教信者や東洋宣教会の活動が盛んで浄土宗
風は衰えていたらしく、直ちに梃子入れが必要と感じ取り長途で疲労気味にもかかわらず
早速島民の家を借りて集会を開いている。原の法話と幻灯会活動の、村民に与えた影響は
相当に大きくまた積極的に天理教徒の横田玉三郎等、キリスト教牧師遠藤千浪とも対談し
ている。役場や学校に布教広告を掲示し来会を呼び掛けると共に陸路北村にも出向きロシ
ア正教徒で世話掛の平塚文野、長浜の北村総代（村会議員）で檀家の菊池儀兵衛を訪ねて
いる。そして当地でも毎夜学校で幻灯会を開催し檀信徒に本尊を授与している。そういっ
た一連の活動の後で信光が来着し原は 6 月下旬まで起居を共にして兄弟で布教した。A は
「私が尚美園に上がった頃だが高下駄を履いて背の高い、猪子園長より年配の痩せたお爺さ
んに会ったことがある。何でも八丈から来た坊さんで神々しいというか、立派な顔立ちの
偉い人で軍兵衛さんの母親が身の回りの世話をしていた。」と述べていて大正 11 年（1922
年）に住持職を承継した中澤信光の印象に触れている。塩竈（2017）によれば、歴代の住
職は「初代源励心に継いで二世原善久、三世中澤信光、それから中澤善宏、原善正、浜野
善裕、原善定」となっていて、信光善久兄弟は昭和 20 年（1945 年）に数ヶ月の差はある
が同時期に物故している。A の印象では猪子氏豊より年嵩であるというが彼は昭和初期の
来沖時に既に 69 歳であるから信光は年齢の割には老熟していたのかも知れない。
浄土教報に記された原善久の巡教記事には沖村並びに北村の島民が多く登場し更に「天
理耶蘇」情報も載っていて興味深い。例えば「六月十一日午後ニコライ信徒平塚氏を訪ふ
氏は本島に於ける初年の移住者にして其出生地は仙台なるを以て幼より耶蘇教に入り本島
に来たりては尚其教を奉じ」ているとある。沖村から遠藤牧師が毎週 1 回平塚文野宅に来
て集会を開催しているとも述べている。母島にはキリスト教会はないが原の言うようにロ
シア正教に感化された旧仙台藩士がいて、取り分け医師で殖産家の菊池虎太郎と平塚文野
については前者が「ペトル菊池虎太郎はニコライの信者となり、のち宮城の民権結社本立
社に 加盟し」て私擬憲法草案を建白した（大関、1991）とか、後者は北村の開拓地で子供
達に呼び掛けて「日曜学校を開いて賛美歌を歌っていたアーメンさんの村長」という昔話
が伝えられている。平塚はともかく虎太郎は正教に対して果たしてどれほど親炙していた
だろうか。正教との関わりが深ければ彼の記事（岸上、1900a，b）にニコライとの遭遇記
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事が少しでも出てきそうだがそれはない。明治 33 年（1900 年）2 月 5 日上京中に芝愛宕町
で病没するが月ヶ丘神社境内に現存する菊池翁功徳碑文中に正教に帰依したとは刻字され
てない。また渡島後に刊行された日本弘道叢記にある彼の「日本人」や「弘道会要領第一」
の演説文に接すると、「神明を敬重して忠孝の道を遵守躬行するのが真正日本人の務め」で
あって、これらを自棄すれば「異邦野蛮の加奈加人種と異なることなき人物と成り果る」
と論じ、神仏儒の三道のうち「支那国の儒教」と「印度国の釈氏の道」はこれを避け、専
ら「神祖神明を敬拝する誠忠の道」である神道を追求すべきであると主張している（日本
弘道会、1896、1897、1898）。加奈加人種とは沖村内に住むコピーペ（コぺぺ）夫婦やロー
ス（明治 31 年 5 月 10 日没、76 歳）の使用人達を指しているのかも知れない。地域住民、
特に子供達に恐れられたコピーペは顔つきが周囲の日本移住民と異なっていてタコノキの
実や獣肉を常食とし、確かに非日本的生活習慣を持つ人々であったのでそういった受け止
めをすることがあったが、実は至って温順で日本人には危害を加えなかったという。しか
しながら、未開人種云々や儒仏両教への扱い方を踏まえるなら耶蘇教も恐らく同様で、虎
太郎の正教理解はかなり限定的だったのではないだろうか。彼は医業を一時函館で営むの
で領事館付き司祭として当地に着任していたニコライ（本名イヴァン・ドミートリエヴィ
チ・カサートキン）と交渉があって、東京神田駿河台に正教宣教団本部が設けられた明治
5 年（1872 年）前後にやはり何等かの連絡があったとも考えられる。彼の没後に遺風を慕
う平塚や菊池廉蔵（図 11）、築舘甲輔等は未だ在島していた。虎太郎と縁戚の「神の使徒
（一字欠）アン平塚文野」（大関、1997）はクリスチャンとして島民間の記憶に残る人物で
あり、東港を見下ろす北村墓地にある彼の墓碑は功徳碑なみの大きさの石碑で詳しく事跡
が記されている。移住してきた人々の誰が正教徒であったかは一部しか特定出来ないけれ
ども、先の遠藤が来沖した際に布教協力したのは主としてこれら仙台移住民だった。『中田
重治伝』に「明治 40 年（1907 年）3 月 27 日、遠藤亀蔵は小笠原父島に渡って伝道を開始
したが思うように進まず翌年 2 月に帰京しようとして短時日母島に渡ったところ、小リバ
イバルの状態が起きたので小笠原伝道を続けることになった。」とか、そこには「十数名の
クリスチャンたちも散在していて、遠藤の退去を肯んじなかったので彼は東京の中田（重
治）に相談したところ、『ソノチニナガクオレ』との返電に接した。」とあって宗派は異な
るが大いに歓迎された模様である（米田、1959）。日本ホーリネス教会の教役者であった鳥
取県出身の遠藤は歌人の佐々木信綱門下で号を千浪といいそれが通称名となった人であり、
奄美大島や台湾新竹県へも布教している（日本キリスト教歴史大事典編集委員会、1988a）。
また『宣教師ニコライの全日記』を翻訳、監修した中村健之介か　正教の伝教士が無牧の
母島に派遣されたと指摘を得たことがある。
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因みに仙台移住者の縁故関係にふれると、虎太郎の長女操に入夫したのが齊藤廉蔵で菊
池姓を継いで沖村世話掛菊池廉蔵となった。廉蔵の次男は沖村の和田家に入って和田元次
（大正 4 年出生）となった。第 11 代菊池太左衛門武修の次男で虎太郎の弟に当たる武貞、
幼名は代三郎、通称求馬（号養拙）は長野県の花岡家に入夫して花岡需と改名したが、彼
とその孫の花岡良斎は何れも沖村に来て廉蔵邸に寄留している（花岡由季、私信）。花岡由
季によると武修自身が少壮時に小笠原渡航の志を持っていて果たせず虎太郎が実行したら
しい。なお虎太郎の妻やすは今田家の出身だが、この婦人が大関のいう井上宅で見出した
ところの「神の使徒オリガ菊池の墓」という十字架のスケッチの人物に比定することが出
来るのではないか。オリガの件は大関が井上黎子夫人から入手した情報（大関、1991）で
ある。また菊池廉蔵は仙台藩士齊藤清茂の次男として慶応 2 年（1866 年）5 月 10 日生ま
れ、小笠原母島に渡島し菊池虎太郎の養嗣子となったことは既に述べた通りであるが、平
塚文野の子息寬策は虎太郎の次女婦美を妻に迎えている。
虎太郎と文野についてはもう 1 つの関連記事がある。それは明治 32 年（1899 年）7 月初
旬に「日本聖公会聖安得烈館のキング、ウッドの両布教師が父母両島に派遣され、ウッド
は父島に、キングは沖村と北村に入って布教した」ところ沖村は「未だ一名の信徒なきも
一日（主日）該島の一端北村に到りしに」正教会員に遭遇し、途中「沖村より一英里許を
距る所にありて同じく正教会員二名」がいたと述べている箇所である。恐らく文野と虎太
郎等を指していると思われる。キングはまた沖村に隣接する向島にも渡って「カナカ人種
の一家族夫婦と二女子（十歳と九歳）の四人なるが皆な英語を話せり。」と記し、コピーペ
に受洗を勧めた際に同行したジョセフ・ゴンザレスから「自分は過去二三年内に（母島へ）
二回渡航したるも航海甚だ不便なれば定期の布教活動は相当に困難」だと率直に告げられ
たと言明している。ゴンザレス自身は木野佐平次の娘を妻に迎えているので彼女を母島
1500 人の住民に派遣して、そこを起点に教会もしくは日曜学校を築きたいようである（勢
多、1899）とも語っていて開拓伝道の厳しさに触れつつも教勢拡大を思案している。キン
グ（Armine Francis King）は SPG（イギリス海外福音伝道会）の宣教師で明治 21 年
（1888 年）に来日、聖アンデレ学院神学部校長、聖教社神学校長等を務めて日本主教ビカ
ステスの片腕だった神学者で、チャムリー（Lionel Berers Cholmondeley）司祭と交互に
来笠し布教した（日本キリスト教歴史大事典編集委員会、1988b）。
仲町のオフキ・ゴンザレスはクリスチャンであるかも知れない。A は沖村尋常高等小学
校で石山フキ訓導に習ったというが石山はアイゼキ・ゴンザレスの次女であるから（東京
府、1938）、宗旨がキリスト教であれば恐らく父島聖ジョージ教会の会員であった可能性が
ある。大正 4 年（1915 年）11 月現在『東京府学事関係職員録』に「大村尋常高等小学校訓
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導八上特三六フキゴンザロ」と記載されているように父母両島で長らく教鞭を執った女性
である。その他に鯨猟船長で独逸人のフロードリヒ・ロルフス（良志羅留普、ロース）や
コピーペ妻のキチージアイボ（ケティゼーボ）、子のマリー、ジェイムス・モットレイ（チー
モウルレン）、あるいは他の太平洋島嶼民、例えばカナカのフライデー、トボトサミユル、
テムボリー等はキリスト教の信仰を持っていたと考えられないでもない。ただしロルフス
（図 17）は明治 31 年（1898 年）5 月 10 日 75 歳で物故した際に、「嶌閑院良志積善大居士」
という戒名を追号され仏教式で葬儀が実施されているのでキリスト教徒ではないかも知れ
ない。
彼については逸話が多く残っていて、例えば天文に詳しく香蕉の葉陰から何時も夜空を
見上げていたとか、時計のある家に住みモットレイの遺産を相続して農地を相当所有して
いた、あるいは八丈島（大賀鄕村出身）の奥山そよと結婚したといったことの他に、「彼は
気さくで親切だったのでみんなに人気があり、パパと呼ばれると喜んで下手な日本語で移
住民の家に立ち寄って遊んだ。何時もシャツとズボンを身に着けパンを食べていた。亀
（正覚坊）から取った脂をシャコ貝に入れて糸に火をつけて灯りにした。赤ん坊を抱くと
『グリ、グリ。』と言っていた。」（井上、1990）という昔話が伝わっている。ゲーテやハイ
ネ研究の専門家井上正蔵によればそれはグリュックリヒ（幸せだ、有難い）の意味である
と指摘している。常にパイプをくわえたブレーメン出身の彼は本名はロルフスだが周囲が
ロースと訛って呼び習慣化してしまったらしい。今でもロース石、ロース奥等の語が残っ
ているように彼が開拓初期の島の歴史に残した足跡は大きかったと言える。モットレイに
ついては長谷川馨は「彼は殺人者土地簒奪者管理売春者でヤクザの親分だ」（長谷川、
1990）と指摘しているからそれが事実ならクリスチャンでなさそうだが、しかしそういう
位置付けは少し早急かも知れない。
またそれに関連して 2 つの昔話がある。1 つはイモフエク島のハイパの物語（酒巻、
1990）で 112 歳という驚異的な長寿の女性の周辺で起きた出来事が綴られている英文資料
である。彼女の名前は公文書（東京府、1890）にも残っていてそれには「カハンパン・ハ
エパー」が養老下賜金一円也を確かに受け取ったと記されてある。このカナカ人の、特に
英国人ジョージ・ロビンソン一家の従者として沖村に入植した時の目撃談は興味深く、先
に開拓したロビンソンと後続のモットレイとが開拓地のことで争い、万延元年（1860 年）
初めに殺人事件が勃発、モットレイの追っ手から逃れるために一家は生き別れとなったと
いうのである。その後紆余曲折があって彼女は父島のジョセフ・ゴンザレスの手引きで受
洗し明治 30 年（1897 年）に生涯を終えたという。小笠原愛作（現聖ジョージ教会司祭）
によればハイパ（ジファー）は実際に教会の洗礼者名簿に記載されているという。他の一
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つもゴンザレス司祭が登場する。コピーペがケーサ浦（向島）に居住していた時分、清瀬
の池田實の話では「妻が死んでも埋葬もせず身体の一部を切り取って持ち歩いているので、
村の駐在や村民が咎めたが全く言うことを聞かないので一同困っていた。ところが司祭を
呼んで説得してもらうと素直に指示に従った」そうである。この事件は欧米系島民の間で
は相当有名な話柄らしく、ヘンドリック・セーボレーも「コぺぺっていう人を僕等はビル
ボーって呼んだ。ニューギニアの近くのブカ島の出身だ。ポポ、ケティ、アギネスという
娘がいた。彼は 2 代目セーボレーの時に小笠原にやってきた。僕の親父がよくからかった
り冷やかしたりしたが、彼は敬虔なキリスト教徒で父島にいたときは毎日曜日教会の礼拝
に出ていた。だからゴンザレス牧師を信用していて妻が日本人巡査に殺されたとき、本人
がそう言っているんだが、日本人に絶対死体を見せない。でも牧師には見せたそうだ。ビ
ルボーはケアレスアイレン（ケーサ浦）やビルビーチ（境浦）にもいた。」と言っている。
コピーペは山方によれば明治 10 年（1877 年）3 月に帰化を願い出た 5 人の英国、西班牙、
カナカ人の内の一人で明治 18 年（1885 年）12 月現在で 35 歳、ヌーナッチ出身とあり、一
方のハイパは酒巻の訳書によると明治 14 年（1881 年）の段階で 96 歳と明記されている。
清見寺の墓地にはモットレイ夫妻とその承継者であるロースの墓碑が建っていて母島の先
住民が欧米系の人々や太平洋島嶼の人々であったことが知られる。
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